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北米の大学図書館における学習支援空間の歴史的変容

ブリティッシュ・コロンビア大学の事例から-

呑海沙織・溝上智恵子

北米の大学では 1990年代初頭より、インフォメーション・コモンズ(informationcommons) I 

ラーニング・コモンズ Oearningcommons) という新しい学習支援空間が提供されるようになって

きている。学習支援空間とは、主として学生を対-象とし、その学習を支援するための空間をいい、

ノくーチャルな空間を含む。ラーニング・コモンズは、大学図書館に設置、あるいは大学図書館と

連携して設置されることが多く、学習支援のための施設・サービス・資料が提供されている。

ラーニング・コモンズとは、「学生が自主的に問題解決を行い、自分の知見を加えて発信すると

いう学習活動全般を支援するための施設とサービス・資料を提供する必要J(米津、 2006)から設

置される学習支援空間といえるだろう O そもそもコモンズ (commons) とは、地域共同体の共有

地や公園、広場といった意味をもっ。公的セクターにも私的セクターにも属さず、誰もが利用で

きる空間であるD 近年の電子図書館の発展にともなうバーチャル空間への偏重の反動から、あら

ためて「場所としての図書館」にスポットがあたっており、それゆえ、ラーニング・コモンズで

は、施設や設備を強調されることもある。しかし、学習を支援するための資料や人的支援サービ

スも不可欠な構成要素である。また、情報通信技術の進展は、図書館のみならず学習手段や形態

にも変化を与え、これがラーニング・コモンズ推進の一国になっている。

ラーニング・コモンズの考え方は、今や欧州、iやアジアなど他地域にも普及し、日本でもお茶の

水女子大学や国際基督教大学をはじめとするいくつかの大学において、導入されている。しかし、

具体的事例をみていくと、そこには「学習支援空間j という共通性はあるものの、実に多様な形

態があることに気づく D し¥V ¥かえると類似概念との異同を踏まえた、厳密な意味での定義といっ

たものがまだ確立されていない状態にあるといえよう O

こうした混沌とした状況のなかで、ビーグノレ (Beagle，Donald) は、類型作業をもとにした理論

的枠組みを示し (Beagle，1999)、永田は北米の事例から人的支援に着思してラーニング・コモン

ズの特質を論じている(永田、 2009)。

もっとも北米の大学図書館における学習支援空間の提供は、ラーニング・コモンズがはじめて

ではなく、 1950年代以降に発展した学習図書館 (undergraduatelibraries) まで遡ることができる。

ただし、ラーニング・コモンズ導入の歴史が浅いことや多様な形態を示していることから、ラー

ニング・コモンズに関する先行研究においては事例報告が多く、学習図書館からの学習支援空間

の変容という視点からラーニング・コモンズをとらえる試みは、北米においてもまだほとんどみ

られない。

本稿では、北米において高等教育の大衆化が本格的に始まった第二次世界大戦後以降の、学習

密書館からラーニング・コモンズにいたる学習支援空間の歴史的変容を追うことを目的とする。

具体的には、学習図書館の成立から衰退、そしてラーニング・コモンズ誕生にいたるまでの経緯

を概観した後、北米地域で比較的早くから学習図書舘を設置したカナダのブリティッシュ・コロ

ンビア大学 (Universityof British Columbia: UBC) を事例としてとりあげ、大学図書館における学

習支援空間の変容について考察を行う D

なお、北米の大学図書館においては、カナダと米国両国間における人的交流の歴史は古く、代

表的な学協会である大学・研究図書館協会 (Associationof Col1ege and Rese訂 chLibraries: ACRL) 

も米田とカナダの両国の会員校から構成されてきた。またカナダの図書館員養成の場である図書

館情報学大学院 (LibrarySchool)も米国図書館協会 (AmericanLibrary Association: ALA)が認証評

価するなどきわめて密接な関係を構築している。そのため、本稿ではとくにカナダの特質を抽出

するということはせずに、北米の大学図書館として両国をあわせて検討するものとする。



1. 北米の大学における学習図書館の発展と表退

学習図書館とは、学部学生をサービス対象とした大学図書館であり，第二次世界大戦後に北米

で登場した。独立した学習図書館は、 1949年、ハーバード大学に設置されたラモント図書館

(Lamont Library)にその端を発するとされる (Lucas，2006) 0 ラモント図書館は、 1937年から 1955

年までハーバード大学で図書館員をつとめたメトカーブ (Metcalf，Keyes De Witt)によって提唱さ

れた建物独立型の学習図書館である。その後、ミシガン大学など多くの学習図書館に影響を与え

たラモント図書舘は、 1)キャンパスの中央で、学部学生のための図書館サービスを提供するこ

と、 2) 学生が容易に利用できる図書を備えること、 3) 教養・娯楽のための読書だけでなく、

授業や課題と関連した読書を推進すること、がその主要目的とされた。一方で、ハーバード大学

図書館群のなかで中央図書館的存在であるワイドナー図書館 (WidenerLibrary)の空間的・業務的

圧迫を減らすこと、また、圧迫を減らすことによって研究支援サービスを改善することについて

も、その主要目的とされていたことを見逃しではならない (Metcalf，1947a) 0 つまり、学部学生の

増加による中央図書館の混雑や閲覧スペースの不足、レブアレンス・サーピスなどの人的サービ

スの低下を、学部学生専用の図書館をつくることによって回避しようと考えられたのである。

このように、学習図書館設置の要因としては、第一に、学生数の増加をあげることができる。

ここでは米国の大学生数の推移を例にみてみよう o f~ 1 米国の中等後教育機関における学生数

の推移Jは、米国教育省教育統計センターが、学位授与権を有する中等後教育機関の学生数につ

いて ]869年以降の推移を示したものである (2008年以降は推計値)。
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国 l 米国の中等後教育機関における学生数の推移 (1869~2017 年)
National Center for Education Statistics (2009)， Table 3. Enrollment in educational institutions， by level and control of 
institution: Selected years， l869柵70through 20 l7， Digest of Education Statistics: 2008，より筆者作成

図1が示すように、戦前の 1939-40年の学生数は約 149万4千人に過ぎ、なかったが、わずか 10

年後の 1949幽 50年には 265万9千人へと 100万人を超える伸びを示し、さらに 20年後の 1959年

には 364万人と 2倍近くに増加し、 30年後には 1969-70年の 800万人へと 5倍以上の伸びを示し

ている。こうした急激な学生数の増加は、 fGIピル (GIBill)Jと呼ばれる復員兵援護法(Servicemen's

Readjustment Act of 1944)に基づく奨学金制度により、大量の復員兵が大学へ進学したためである。

学生数の急激な増加は、図書館における閲覧スペースの不足や混雑を招くだけでなく、研究支

援サービスを低下させる結果となったD 大学図書館にJ潰れない学生への対応に、図書館員の待問

がより多く割かれてしまったためである。また、それまで教員や大学院生の研究支援に注力して

いた大学図書館が、圧倒的マジョリティとなった学部学生へのサーピスを省みられずにはいられ
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なくなったためである口

第二の要国としては、蔵書数の増加をあげることができる。当時の大学図書館では、図書館巨

録で検索した後、図書館カウンターで図書の出納を依頼する開架式関覧方式が主流であったD 蔵

書数の増加とともにその利用方法は複雑になり、大学図書館の利用に慣れない者にとっては使い

勝手の悪いものとなっていった。よって、簡便に利用できる図書館、いし 1かえれば大規模な研究

図書館を使いこなすスキノレを身に付けるための入門的な図書館の存在が必要とされたのである。

学習図書館では、大規模研究図書館を有効に使いこなすことが難しい学部学生が利用しやすいよ

うに、適正な蔵書規模が保たれた口例えば、ストロング (Strong，George) は、蔵書冊数が 10万冊

以上の図書館では、 1万5千冊から 5万冊程度の学生用コレクションを別途提供すべきであると

主張している (Strong，1919)0 また、利用者が自由に接架できる開架式閲覧方式も導入された。

その他、学習図書館設置の要因としては、研究に関わるニーズと学部学生のニーズ、が異なると

認識されたこと、学部学生サービスの見直しが行われたこと、授業中心の教育から自学自習への

シフトが行われたこと、図書館予算が潤沢であったこと等をあげることができる (Person，1988) 0 

こうして設けられた学習図書館の特徴としては、下記のような点があげられる (Knappラ 1978;

Haak， 1971) 0 

-学部学生を対象とすること

-大学内に独立した建物を持っか、独立したセクションに位置すること

.学部学生のために特別に選書されたコレクションを備えること

-学生が自由に接架できる開架式隠覧方式を採用すること

-人的支援サービスを提供すること

また、ウイノレキンソン (Wilkinson，B.RJ は、学習図書館の機能として、下記の項目をあげている

(Wilkinson， 1971) 0 

・自学自習スペースを提供すること

-学習者同士のコミュニケーションを提供すること

・指定図書 (reservedbooks) を提供すること

-自由にコレクションに接架できる開架式を提供すること

.視聴覚資料を提供すること

・レブアレンス・サービスを提供すること

さらに学習図書館のコレクションについては、授業と緊密な関係をもっ指定図書だけでなく、

教養のための図書を備えるべきであるとされた。また、単に開架式関覧方式でコレクションを提

供するだけではなく、大学の教育フ。ログラムと図書館を融合させるためのスタッフやサーピスが

必要であるとされた。

初期の学習図書館においては、コレクションやスペースといった物理的ニーズ、の充足に焦点が

あてられたが、その後、レファレンス・サービスや利用者教育などのサービスに重点がおかれる

ようになった。特に、利用者教育の重要性が強調されるようになり、カリフオルニア大学ロサン

ゼ、ルス校のジョーンズ(Jones，Norah) は、同校における学習図書館において最も重要であるのは

「教える役割 (teachingrole) Jであるとしている(Jones，1971)。また、ミュラー (Muller，Robert) 

も、学習国書館の主要な機能は、自立した学習を促進するための利用者教育の提供であるとして

いる (Muller.ラ 1970)0

とはいえ、すべての学習図書館がこれらの特徴を併せもっていたわけではない。例えば、 1980

年当時のイエール大学のクロス・キャンパス図書館 (CrossCampus Library)は、学部学生を対象と

する図書館であったが、レブアレンス・サービスや利用者教育は行われていなかった。また、ノ

ースウエスタン大学では、学部学生用のコレクションが提供されていただけで、スタップもサー

ビスも提供されていなかった (Person，1988) 0 

一方で、学習図書館の特徴はどれも、リベラノレ・アーツ・カレッジの図書館における試みと、そ

う変わらないのではなし1かとしづ指摘もなされた。これに対してミュラーは、学部学生へのサー

ビスが軽視されている、あるいは差別されている典型的な研究志向の大規模大学において、特別

に措置されたものが、学習図書館であるとしている (Muller，1966) 0 研究志向ゆえに、また大規模

であるがゆえに、学習志向でない図書館をもっ大学が設置する、学部学生に特化したコレクショ
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ンとサーピスを備えた図書館こそが学習図書館であるというわけである。

学習図書館は、学生の増加と図書館予算の増加がみられた 1950年代から 1960年代にかけて発

展していった。 r図2 北米の大学における学習図書館数の変化Jは、ハーバード大学のラモント

函書館が設置された 1949年から 1987年までの、北米の大学における学習図書館数の推移を表し

ている。学習図書館の数は、特に 1960年代から 1970年代はじめにかけて大きく増加し、 1970年

代半ばをピークに減少の一途をたど、っている。
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図 2北米の大学における学習国書館数の変化 (1949-1987年)

Person (1988， p.50)， Table 1: Total existing undergraduate libraries by year: United States and Canada 

より筆者作成

このように学習図書館が減少に転じていった要因は何だ、ったのだろうかD もっとも大きな要因

としては、大学の財政難をあげることができる口 1970年代には、 GIヒ、、ルによる復員兵の進学も一

段落することにより、大学に対する連邦政府の助成が大幅に減少した。さらに 1970年代後半の米

国は大学の学生数が 1200万人台で頭打ちになり、 f大学冬の時代」が到来するのではなし、かと予

測された時代でもあった。すなわち、伝統的学生である 20代前半の白人の男子学生の進学者数が

大幅に減少することが予澱され、大学経営の見直しが叫ばれた時代で、あった(喜多村、 1990)0 こ

のような中、中央図書館と重複する蔵書やサービスを提供する学習図書館が、予算削減の対象と

されたのは自然な流れであろう。ウィンゲート CWingate，Henry W.)は、中央図書館と学習図書館

の蔵書の重複率が、蔵書の 60%から 1000/0に及ぶことを指摘している (Wingate，1978) 0 

また、伝統的学生の減少問題への対応策として、大学は、成人学生、パートタイム学生、マイ

ノリティ学生など多様な学生の受入れに積極的になった。実際の学生数をみると、女子学生数が

男子学生数を上回るようになったのは 1970年代末であり、頭打ちが心配された学生数もその後上

昇へと転じている (Sydner，1993) 0 ところがこの学生層の多様化や、その多様化と連動した教養

重視から実学重視といった学習内容の変化に、それまで伝統的学生像を想定して構築してきた学

習図書館の学部学生へのサービスやコレクションでは、対応しきれなかった口そのため、学習密

書館に対する要望が急速に薄れていったという側面もあったのではないだろうか白

こうして学部学生を対象にした密書館サービスの内容の再検討が求められるようになったまさ

にその時期に、大学における学習・研究情報へのアクセス方法にも大きな変化の波が押し寄せた

のである 0

1990年代以降、情報通信技術やメディアの急速な発展と多様化が進展した。さらにこれらを強

力に推進したa情報政策の影響も忘れてはならない。例えば、米留では、国家情報基盤 (National

Information Infrastructure)構想や高性能コンピューティング通信 (High“PerformanceComputing and 

Communications) 計画を基盤として、電子図書館イニシアチブ (DigitalLibraries Initiative) など、

さまざまな電子図書舘プロジェクトが展開された(原田、 1999)0ネットワーク上で提供されるデ

ジタノレ・コンテンツの増加や、オンライン蔵書検索の普及、電子図書館の発展によって、大学図

書館の主たる関心はフィジカルな「場所」から、バーチャルなネットワーク空間へと向けられる
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ようになったのである。その結果、大学図書館の機能は、いかにデジタル・コンテンツを研究者

や学生に提供できるかといったことに焦点があてられるようになり、将来は電子図書館としての

み存在するといったような議論も登場するようになった。

ノくーゾール (Birdsall，William F.) は、早くから、「場所としての図書館 (thelibraryぉ place)Jと

電子図書館を対立的にとらえて論じている (Birdsall，1994)。バーゾーノレは、[ライブラリアンシッ

プには、相桔抗する二つの神話が存在する。第一に場所としての密書館の神話であり、これは 19

世紀の最後の四半世紀に現れて今衰退しようとしている D 第二に、電子図書館の神話であり、 20

世紀の最後の四半世紀に現れ、これから隆盛を見ょうとしている。 J(バーゾール、 1996、p.ix) と

し、表退する「場所としての図書館Jと興経する電子図書館とを対比させることによって、デジ

タノレ時代の図書館を再評価している。

一方で 20世紀末には、厳しい財政状況や学生層の多様化を踏まえ、北米のみならず、多くの国

や地域においても、高等教育の実質化と評価という流れが押し寄せてきた。その結果、学生の学

習成果 Oearningoutcomes)が関われるようになった。つまり、バーチャルな空間への対応を急ぐ

一方で、学生の学習成果を実質的に担保するための学習支援空間としての図書館、まさに f場所

としての図書館Jも同時に求められるようになった口この 2つの流れを結びつけた概念が、ラー

ニング・コモンズ、だ、ったといえよう O

2. 北米の大学におけるラーニング・コモンズの発麗

本節では、新しい形の学習支援空間であるラーニング・コモンズを検討するにあたり、類似概

念であるインフォメーション・コモンズとの異同を示したうえで、ラーニング・コモンズの構成

要素という観点から概観する。

(1) ラーニング・コモンズとインフォメーション・コモンズ

ラーニング・コモンズ!と類似するものに、インフォメーション・コモンズCinformationcommons) 

がある。両者の違いは明確ではないものの、「とくに学生の学習・研究活動を向上させ十分な成果

を獲得させるには、学生が必要とする人的支援が必要であり、そのような支援が備わっているイ

ンフォメーション・コモンズがとくに高い評価を得ている。これらがときに『ラーニング・コモ

ンズJと呼ばれることもあるJ(永田、 2007、p.74) とされるように、学生を支援するための人的

支援がキーになるとする見方がある。また、 2005年に開催された大学・研究図書館協会 (ACRL)

第 12回全国会議「インフォメーション・コモンズトからラーニング・コモンズへjにおいて、 ACRL

が「インフォメーション・コモンズ〉からラーニング・コモンズへの変容は、学部学生の教育にお

ける新しいパラダイム、つまり、学習理論における知識の伝達から、知識の創造や自己主導型学

習へのシフトを反映するものであるJ(Association of College and Research Libraries， 2005)としてい

るように、インフォメーション・コモンズをラーニング・コモンズへの発展過程であるととらえ

る見方もある。なお、研究図書館協会 (Associationof Research Libraries : ARL) によって、 2004

年に公開された ARL加盟 123館を対象としたアンケート調査では、回答舘の 300/0(22館)がイ

ンフォメーション・コモンズを図書館内に設置しているという結果となっている。 1995年以前の

設置は 5舘、 1996年から 2000年の間の設置は 8館であり、特に 2000年以降、普及したとみるこ

とができる (Haasand Robertson， 2004) 0 

一方、ピーグ、ルは、「図 3 インフォメーション/ラーニング・コモンズの変化類型」のように、

米国教育協議会 (AmericanCouncil on Education) による大学の組織改善の類型 (AmericanCouncil 

on Education， 1999ヲ pp.1ト19) を下敷きに、インフォメーション/ラーニング・コモンズの変化類

型をマトリクスで表している。第一段階は、大学図書館の中核業務としての深度も、キャンパス

への浸透度も低い状態である。第二段階は、大学図書館の業務には深く影響を及ぼしているが、

キャンパスに深く浸透しているとはいいがたいという状態である。第三段階は、キャンパス全体

に大きな存在感を示すものの、連携の段階にとどまっている状態である。第四段階は、図書館サ

ーピスへの影響が大きく、キャンパスへも広く浸透している状態である。そして、インフォメー

ション・コモンズは第一段階および第二段階に、ラーニング・コモンズは第三段階および第四段

階にあたるとしたのである (Beagle，2009) 0 このようにピーグルは、インフォメーション・コモ
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ンズとラーニング・コモンズを、大学図書館への深度とキャンパスへの浸透度で表そうとした。

浸透度

高

|広範囲の変化| 変容

ラーニング・コモンズ
{底

計三
官一向

--令ーー深度

適合 個別の変化
インフォメーション・コモンズ

{丘

図3インフォメーション/ラーニング・コモンズの変化類型

Association of College and Research Libraries (2005ラ p.16)およびBeagle(2009， p.18)より筆者作成

すなわち、ラーニング・コモンズは、大学園書館内にとどまるものではなく、大学各部局と協

働し、影響を与え合いながら運営されるべきものであるといえよう。現在、ラーニング・コモン

ズに先行して 1990年代初期に出現したインフォメーション・コモンズはラーニング・コモンズへ

とシフトしつつあるといえる。

なお、ここで言及しているインフォメーション・コモンズおよびラーニング・コモンズは、「社

会の存続にとって不可欠な情報の共有とフェア・ユース (fairuse) の推進を説く~，t者報コモンズ

Onformation commons) ~J (坂田、 2004、7頁)とは異なる概念であることを指摘しておきたい。

(2) ラーニング・コモンズの構成要素

このようなラーニング・コモンズの理念を踏まえ、具体的構成要素も抽出されている。例えば

2007年、ロジャー・ウィリアムズ大学 (RogerWilliams University)のマクマラン (McMullen，Susan) 

は、ラーニング・コモンズにおけるすぐれた実践を探ることを邑的に、米国のラーニング・コモ

ンズに関する誠査を行った (McMullen，2008)。調査の対象とされたラーニング・コモンズは、ア

パラチア州立大学 (AppalachianState University) をはじめとする計 19か所iで、調査の結果、マク

マランは、下記の 9つをラーニング・コモンズの構成要素と結論づけている (McMullen，2008)。

1 )コンピュータ群 (computerworkstation clusters) 

一一定数のコンピュータをまとめて配置したエリアである O コンピュータは、クローバー

型、 Y型、円型、八角形型、曲線型、西角型など、さまざまに配置されている。

2) サービス・デスク

人的な学習支援であり、ラーニング・コモンズにとって最も重要な構成要素である。従

来の大学図書館で提供されていたレブアレンス・サービスと、コンピュータ利用を促進

するためのテクノロジー支援サービスが必須である口これらのサービスは単一のデスク

で統合されたサービスとして提供されるか、別々に人員配置されていたとしても同じ場

所でサービスが提供されている。

3 )共同学習スペース

ラーニング・コモンズにおいて特徴的なスペースである。学生のグ、ノレーフ。学習を促進す

るための共同学習スペースには、さまざまなタイプがあるが、グループ。学習室がよく知

られている。多くのラーニング・コモンズが 4名から 12名までの利用者のための大小の

グループ。学習室を提供しており、通常、プロジェクタやホワイトボードが設置されてい

る。また、壁等の仕切りを設けないオープンなスペースを提供しているところもある。

4) プレゼンテーション支援センター

プレゼンテーション支援を目的に、マルチメデ、イア対応のコンビュータやソフトウェア

などの環境が整えられている。
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5)教育支援センターCinstructionaltechnology centres for faculty development) 
教員が教育を行ううえで必要なテクノロジー支援を行っているラーニング・コモンズも

ある。授業デザインや教育戦略を構築するための支援や、コース管理ソフトウェアやデ

ジタル技術、さまざまなソフトウェア・パッケージに関する支援も行われている。学生

のための学習支援空間ではあるが、同時に FD(Faculty Development)機能も兼ね備えて

いる点に特徴がある。

6)デジタル機器を備えた教室

情報リテラシー教育のみならず、他の授業でも使用できる教室で、デジタル機器が装備

されている口教室空間を完全に外部と遮断するのではなく、廊下や公共空間から、教室

内がみえる、つまり両者の境自を低くする傾向が強い。

7) ライティング支援センター

北米の大学ではこれまでも学生のためのライティング・センターや学習チューター・セ

ンターが設置されてきた。こうしたアカデミックな支援機能もラーニング・コモンズに

とりこんでいる点が大きな特徴である。

8) ミーティングやセミナ一、レセプション、その他の文化的イベントを開催するためのス

へース

教室外における学生の活動や興味関心を引き出すことも、大学における学習の成果であ

る。こうした成果を積極的に表現する空間が設置されている D

9 )カフェ、ラウンジ

かつて図書館内で、の飲食行為は、資料保存の点からもっとも禁じられた行為の 1つであ

った。しかしラーニング・コモンズでは、学生の視線がより学習に向くように、快適な

空間を提供することが目指されている。そのためカフェなどを設寵して、学習の途中で

休患を取ることを可能にしている。

これらの 9つの点をまとめ、あえてラーニング・コモンズの特徴を一言で表現すれば、学生が学

習をより快適に行い、学習の成果をあげるための「ワン・ストップ0 ・サービスJ空間と表現できる

のではないだろうか。

では、こうした特徴を有するラーニング・コモンズは、どのような具体的経緯をもって学習図

書館から変容してきたのだろうか口次節では、カナダで比較的早く学習支援に特化した取り組み

をはじめた UBCを事例としてとりあげ、学習支援空間の歴史的変容について検討することにした

し10

3. UBCにおける学習支援空間の変容

(1) UBCの大学図書館

UBCには、現在、 10館の図書館とラーニング・センターが設置されている。教育学分野の図書

館であるデビット・ラム図書館 (DavidLam Library)、人文社会科学分野の図書舘であるケルナー

図書館 (KoemerLibrary)、ライフサイエンス分野の図書館であるウッドウォード図書館 (Woodward
Library)などの 10の図書館と、かつて中央図書館であったラーニング・センターで構成されてい

る。

UBC図書館全体の蔵書冊数は 590万冊であり、その他、雑誌8万タイトル、電子ブック 52万、

520万のマイクロフォームなどを所蔵する、カナダで二番目に大きい研究図書館システムであるD

図書館スタップは 307名(フルタイム換算)であり、うち図書館員は 84名である。資料のデジタ

ル化も推進されており、カナダで最初に自動書庫を導入した先進的な図書館で、もある。

ちなみに北米における UBC図書舘の位置づけは、研究図書館として上位に位置している。例え

ば、現在北米の研究図書館 124機関を会員とする ARLは、毎年会員機関の図書館を総合評価し、

その順位を公表している。その順位結果を、 1986年以降でみると、「図 4 北米の研究図書館評

価における UBCの順位推移Jに示すように、年度により対象機関数に若干違いはあるものの、概

ね 20位台'"'-'30位台前半で推移している。つまり研究を主体にする北米の図書館のなかでも、上

位 4分の 1以内に位置づけられている図書館であるといえる。
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ARL Membership Index 1985・86through 2004-05より筆者作成

このように現在では研究図書館としての地位を留めた UBCでは、比較的平くから学部学生対象

の学習支援サービスが行われており、学習図書館を設置したのは、カナダで二番目であった。以

下、学習図書館およびラーニング・コモンズを中心に、 UBCの学習支援空間について検討する。

(2) 学習図書館設置まで

ブリティッシュ・コロンピア (BritishColumbia: BC)植民地は、 1871年に連邦に加盟し BC1十|
となった口向付iでは州成立直後の 1872年には、州立大学の必要性が議論されるものの、州立大学

の設置場所をめぐる議論が収束せず、州立大学設立の試みが頓挫してしまう。そこでまずは 1890

年に高校の一部としてスタートし、次にバンクーパーやビクトリアの教育委員会が中心になって、

ケベック什|のマギノレ大学 (McGillUniversity)との協定を結ぶことで、パンクーバー (1899年)と

どクトリア (1903年)にマギル大学のカレッジが設立された (Logan，1958) 0 

その後、 1906年にはマギル大学が自身の権販のなかで設立・運営できる大学としての、マギル

大学ブリティッシュ・コロンピア校 (McGillUniversity College of British Columbia)がバンクーバ

ーに誕生した (Logan，1958) 0 1908年にはピクトリア・カレッジがこのマギル大学ブリティッシ

ュ・コロンピア校分校になるD このような経緯で、 1899年から 1915年にかけては、マギル大学

が学位授与権を保持していたのである。

そして、 1908年のBC州における大学設置法(AnAct to Establish and Incorporate a University for the 
Province of British Columbia)により独自の学位授与権を有する UBCの設立が決まり、 1915年に関

学するとされ、 1910年には現在の所在地であるポイント・グレイ (PointGrey)がキャンパスとし

て選定された (Logan，1958) 0 

1913年、初代学長にウェスブルック (Wesbrook，Frank Fairchild)が任命され、 BC州教育大臣だ

ったヤング (Yolmg，Henry Esson)とともに選んだ建学の理念は、みんなの大学 (People'sUniversity) 
をめざす rTuumest Ot is Yours) Jであった。州立の高等教青機関として、すべての州民のすべ

てのニーズFに応えることが自指されたのである (Shorthouse，1965) 0 しかし前述のように、ポイン

ト・グレイがキャンパスとして選定されたものの、第一次世界大戦が勃発したため、臨時にパン

クーバー市内のフェアピュー (Fairview)にて 1915年に関学した。

また関学前年の 1914年、リディントン (Ridinton，John)が図書臣録責任者に指名され、ミネソ

タ大学の図書館員であったジエロノレド (Gerould，J工)によって、英国やフランスから約 2万冊の

図書が購入され、大学図書館設置に向けて着々と準備が進められた。初代学長のウェスブノレック

が、ミネソタ大学の薬学部長だ、ったところから、ジエロルドに依頼されたものと思われる。

UBCにおける図書館の歴史は、このようにヨーロッパで買い揃えられた図書や、米国などの公
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文書、カーネギー協会 (CarnegieInstitute2) やスミソニアン協会 (SmithsonianInstitution) による

出版物が受け入れられた 1915年まで遡ることができる。 4名のスタップで図書舘の運営が開始さ

れたが、 1916年にはリディントンが初代図書館長として任命されている。当初、図書館の利用は

それほど多くなく、貸出冊数は、日に 10冊余りであった。しかしすぐに閲覧室は混み合うように

なり、書架間の通路にある窓枠やラジエーターにまで 20人から 30人の学生が座り込むようにな

った (Shorthouse，1965)。また、「閲覧室では静かにJという図書館の規則が、しばしば学生の大

きな話し声によって破られていたようである (Sho口house，1965)。

ようやく 1925年に、ポイント・グレイ・キャンパス (PointGrey Campus)への移転が始まり、

最初の建築物は 3舘で、そのうちの 1館が図書館であった (Shorthouse，1965) 0 その後、着実に

UBC図書館は、拡張されていったものの、第二次世界大戦前の同大学の学生数の増加はきわめて

緩慢であった。建学の理念、とは異なり、「みんなの大学Jが実現されていたわけで、はない。

1948年に北棟がt普築され、レブアレンス・ルームや、受入部門、製本部門などが新設された。

1950年には雑誌部門が設けられ、生物医学分野の閲覧室が設置された。

(3) 学習図書館の設置

1960年、関覧スペースや書庫の狭!溢問題を解消するため、南棟が増築された。この南棟に設置

されたのが、カレッジ図書館 (CollegeLibrary )である。カレッジ図書館は、 1年次および2年次

の学部学生を対象とした学習図書館である。

[表 1 米国及びカナダにおける学習図書館の設置年と設置機関名一覧」は、独立した学習図

書館の祖とされるハーバード大学のラモント国書館が設置された 1949年から 1960年代までの米

国およびカナダにおける学習図書館の設置年と設置機関名をまとめた表である o UBCは、マギノレ

大学に次いで、カナダでは 2番自に学習図書館を設置している。

表 1 米題及びカナダにおける学習密書館の設置年と設置機関名一覧 (1960年代まで)

カナダ 米国
1949 J 、ーバード大学，イリノイ大学
1951 ーユーメキシコ大学
1953 マギル大学
1956 フロリダ州立大学
1958 ミシガン大学，力リフォルーア大学ロサンゼルス校
1960 ブ、リナイツシュ・コロンピア大学
1961 ミズーリ大学，ウィスコンシン大学，イン子、イアナ大学

1962 マイアミ大学(フロワダ!神1).ペンシルベーア大学，コーネル大学，南カリフオルー
ア大学，コロラド大学

1963 アルバータ大学 ノートルダム大学，ペンシルベーア州立大学.Tキサス大学，ワシントン大学
1965 ジョンズ・ホプキンス大学

1966 ボストン大学，フ口リダ大学，ニューヨーク州立大学アルバニー校，スタンフオー
ド大学，オハイ才州立大学

1967 ボーリング・グリーン大学，クリーフ、フンド州立大学，マイアミ大学(オハイオ州)， 
カリフォルニア大学サンディエゴ校

1968 ミシガン州立大学，ピッツパーグ大学，ァキサスA&M大学，ハワイ大学，ノースカ
ロライナ大学

LJ旦~!) デューク大学，アイ才ワ州立大学

Person (1988， p.54)， Tab!e4: United States and Canadian Universities Having Undergraduate Libraries， by Year of 
Founding and (In Parenthesis) by Year ofClosingより筆者作成

第 1節で述べたように、学習図書館設置の第一の要因として、学部学生数の増加をあげること

ができる。カナダも米国と同様、第二次世界大戦の復員兵を対象とした連邦政府の復員兵援護法

(Veterans Rehabilitation Act)が 1945年に制定され、復員兵のための奨学金制度が導入された。授

業料全額や生活費の一部を支弁するのみならず、受入れ大学に対しでも 1人あたり年間 150ドル

の財政支援をするという内容だ、った (Stager，1973) 0 このプログラムにより、 UBCの学生数は 1944

年のおよそ 3000人から、 1948年には 9500人にまで急増した (Dennison，1997)。

しかし「図 5 UBCにおける学生数の推移j が示すように、同大学の学生数は、 1948年にピー
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クを迎えると、急激に落ち込み、 1951年から再び反転するといったまさに乱高下の経験をする。
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密 5 UBCにおける学生数の推移(1915年-2003年)

! 

UBC Student Enrolment Figures 1915・present(http://www.library.ubc.ca/archives/enrolmnt.html) 

より筆者作成

さらに、 1960年代に入ると、ベビーブーム世代が大学入学年齢を迎える一方、高等教育に対す

る経済的価値も指摘されるようになり、カナダ全体では 1955年から 1962年の院で学生数は倍増

し、 1962年から 1969年の間にも倍増するなど、 1960年代に量的飛躍を遂げたのである。

一方、財政面からみると、復員兵奨学金としづ連邦政府の財政支援がなくなると、大学の財政

状況は厳しい試練を迎えるが、まさにこの時期にカナダ連邦政府の総合文化政策である『芸術・

文芸・科学の国家的発展に関する政府委員会報告書 (Reportof the Royal Commission on National 

Development in the Arts， Letters， and Sciences) jが出され、大学支援を積極的に行うよう提言された

(Royal Commission on National Development in the Arts， Letters， and Sciences， 1951)。この提言を受け

る形で、ノレイ・サンローラン (St.LaurentヲLouis)連邦首相はカナダ国内の大学に計 710万ドルの

財政支援を行った (Stager，1973)。こうした政府の財政支援増加により、研究分野の拡大、大学院

の拡充、そして施設の整備・拡充がカナダ国内で実施されてし 1くO

UBCでも新たな研究分野を拡大することにより、学生数が増加していく一方、施設の整備拡充

策が図られた。このような状況下において、学習図書館の必要性が唱えられたものと考えられる。

1965年、中央図書館南棟のカレッジ図書館は、セジウィック図書館 CSedgewickLibrary) と名

称変更された。 1966年度には、 3年次および4年次の学部学生のための指定図書が、指定図書室

からセジウィック図書館に移された。セジウィック図書館の利用は年々増加し、 1966年度にはセ

ジウィック図書館の貸出冊数は、図書館全体の約 3分の 1を占めるまでになった口このような利

用の急増により、独立した学習図書館の必要性が議論されるようになり、 1968年、 BC州議会は

独立した学習図書館を設置するとし、う勧告を承認した。

1970年には新しい学習図書館建設が始まり、 1973年 1月 1200席、 10万冊の図書、充実した

人的サービスを備えた独立した学習図書館が開館し、名称は引き続き、セジウィック密書館とさ

れた (Person，1988)。この新しい図書館は、歓迎をもって学生や教員に受け入れられたが、 1980

年代の財政難により、学習図書館のあり方が見直されるようになったD

1980年代前半の財政難の背景には、経済状況の悪化があるが、 1977年制定の大学法 CCollege and 

Institute Act) の影響も見逃せない。同法により十H政府の州立大学に対する管理が強まった

CDennison， 1997) 0 この影響として、州立大学である UBCの予算案には、作成の際に用いられる

数式 Cfundingformula)の活用が強化され、コスト意識が問われるようになった。図書館も当然な

がら対象とされ、学習図書館に関していえば、中央図書館との重複図書や重複したサービスなど、

厳しい見直しが行われるようになった。学習図書館は必要であるが、中央図書館に再移転すべき
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であるという意晃も出された。

1994年 12月、 UBC図書館は自己評価を実施し、 W21世紀にむけて (Towards2000 and Beyond: A 

Progress Report and Self Study) Jlを公表したD この自己評価書には 7つの課題があげられており、

そのひとつにデ、ジタノレ・コンテンツへのアクセスを拡大することが掲げられているものの、学習図

書館については言及がない (UBCLibrary， 1995)。さらにこの自己評価書を受ける形で 1995年に

実施された外部評価では、 71の提言が行われ、なかでも大学本部からの財政支援なしに充実した

研究コレクションが維持されることはないことは強調されているが、学習図書館については、や

はり特段の言及はなされていない (UBCLibrary， 1996) 0 むしろ 1995年 11月に設置された大学図

書館スペースのマスタープランにおいて、新たに建設中のケノレナー図書館 (1996年夏完成予定)

が中心的な図書館 (CentralLibrary) として機能するので、セジウィック図書館の機能もそこに統

合されつつあることが記されている (UBCLibrary， 1996) 30 UBC 国書館のマスタープランのなか

で学部学生対象の図書館サービスは、もはや中心的存在ではないことが推察される。そして、 1997

年、セジウィック図書館は正式に開館された。

しかしながら、 UBC図書館年報を詳細にみていくと、 1991年から実施しているとされる利用者

調査について、 1999年以前はほとんど言及されていないが、 1999年度にその調査結果が一部明ら

かにされている。 1999年 3月に中央図書館 (MainLibrary)が実施した調査結果によると、中央図

書館の利用者の 87%が学生であること、ほとんどの利用者は学習あるいは図書館コレクションや

コンピュータを使用するため図書館に足を運んで、いることが明らかになった (UBCLibrary， 1999) 0 

さらにそれまでほとんど言及のなかった、学習支援のため学内の他部局との連携を促進する記述

も 1999年に登場してくる (UBCLibrary， 1999)口翌年の年報でも利用者調査を踏まえて、利用者

は電子資料の利用が増える一方で、学習スペースの利用も求めていることが強調されている (UBC

Libratγ，2000) 0 

こうした記述の帰結として、 1999年 7月から UBCでは学習スペースの充実を図るため、大学

ラーニング・センター (LearningCentre)構想が検討され始めたのである (UBCLibrary， 2000)。ラ

ーニング・センター構想とは、デジタノレ・コンテンツへのアクセスと学生の学習スペースを提供

するというアイデアを実現するため、外部資金を獲得し、「図書館j としづ名前そのものを放棄す

ることを決め、ラーニング・センターと称することにしたのである口このラーニング・センター内

に学部学生への学習支援を強調したラーニング・コモンズを設置したのである。もっともラーニ

ング・センターは学部学生への学習支援に特化したわけではない。物理的スペースとしては、お

よそ半分は理工系分野の図書資料を所蔵する、伝統的な研究国書館としての機能を維持し、残り

の半分のスペースを学部学生への学習支援や視聴覚機器を完備した教室等にあてているD

(4) ラーニング・コモンズの設鷺

2002年、中央図書館内に、チャップマン・ラーニング・コモンズ (ChapmanLeaming Commons) 

が設置され、 2008 年に、中央図書館はアービング・ケイ・バーバー・ラーニング・センタ~ Orving 

K. Barber Leaming Centre) としてリニューアノレ・オープンされた。

ワシントン大学 (Universityof Washington) など、学習図書館の中にラーニング・コモンズが設

置されている場合とは異なり、 UBCでは、中央図書館自体をラーニング・センターとして位置づ

け、その中にラーニング・コモンズを設置したところに特徴がある。また、ラーニング・コモン

ズ〉のヘルプ0 ・デスクを統括するラーニング・サービス・ライブラリアンの存在も、両大学のラー

ニング・コモンズを特徴づけている。チャップマン・ラーニング・コモンズでは、 40台のコンピ

ュー夕、プリン夕、コピー機、スキャナなどが設置されている。また、中央に位置するヘルプ・

デスクは、訓練を受けた学生スタップによって運営されており、レファレンス・サーピスととも

に、テクノロジー支援サービスが提供されている口

ラーニング・センター内では、学習スペースとして、グループ。学習室、オープン学習スペース、

静かに学習するスペースが提供されている。グツレーフ。学習室は、グ、ループ学習に必要なコンビュ

ー夕、プレゼンテーション機器などが備えられており、にぎやかに討論しながら学習を深めるこ

とができる。オープン学習スペースは、個人学習およびグ、ノレーブo学
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習環境も確保されている D このようなゾーニングは、学生の多様なニーズ、に合わせた多様な学習

支援空間の提供を可能にしている。 2008年に行われた大学図書館の外部評価では、このラーニン

グ・センターについて、図書館や大学を 21世紀に適応した新しい学習モデ、ルを実現するものとし

て位置づけたと高く評価されている (Adamset al.， 2008)口

畠

GroupStudy 

Room 

321 

EASTMALL 

M品It-司 MAU

図6 ラーニング・センタ-3階部分の毘取り密

Irving K. Barber Learning Centre Floor Plan (http://archive.ikebarberlearningcentre.ubc.ca/about/08-IkblcMap.pdf， 

2010/02/20アクセス)より

また第 2節で述べた、マクマランによるラーニング・コモンズの 9つの構成要素をもとに、ア

ーピング・ケイ・バーバー・ラーニング・センターをみると、これらすべての構成要素を充たし

ており、優れた学習支援空間であるといえる。まさに、学習支援ポータノレの役割を果たしており、

多様な学習支援空間を提供している。

4. まとめと今後の課題

北米の大学図書館は、ジョンズ・ホプキンス大学(JohnsHopkins University)初代学長のギルマ

ン (Gilman，Daniel Colt)が「大学図書館は心臓である。もし'L、臓が虚弱であれば他の凡ての機関

の機能はにぶるJ(日本大学出版部、 1936、18頁)と表現して以降、「大学の心臓」と位置付けら

れてきた白とはいえ、キャンパスの中心的存在として語られることもあるが、必ずしも学生のた

めの学習支援空間としては位置づけられてはこなかった。

ところが、第二次世界大戦後の学部学生数の増加によって、学部学生へのサービスに自が向け

られるようになり、主として北米地域の総合大学に、学習図書館が設置されるようになった。こ

こから、大学図書館は、施設・設備やコレクションといった物理的なものからサービス重視へと

シフトしていったといえるだろう。確かに小規模のリベラル・アーツ・カレッジの大学図書館と、

この学習図書館との違いがどこにあるのかといった点からみると、画期的な動きだ、ったとはいえ

なくもないが、少なくとも研究中心の大規模大学においても、学部学生へのサービスが、大学図

書館の使命として認識されるようになったことは、第二次世界大戦前との違いとして指摘できる

だろう O

一方、北米地域では、戦後の GIピルやベビーブームの波が去り、連邦政府等の財政支援が一段

落すると、大学全体の財政状況が悪化したため、大学図書館を中心とする学部学生に対する学習

支援策は急激に縮小された。その後、情報通信技術の進展により電子図書館が台頭してきたこと
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もあり、物理的な空間よりも、バーチヤノレな空間が偏重されるようになったのではなし、かと考え

られる。

しかし、再び、このバーチヤノレな空間偏重の反動として、いまや、デジタノレ環境下における関

書館の再評価としての[場所としての図書館j が見直されるようになった。加えて、高等教育の

評価文化の浸透とともに、学生の学習成果が問われるようになったことも、学習支援空間として

ラーニング・コモンズが拡大普及する大きな要国となっている O このように、学部学生に対する

学習支援空間という視点からみると、歴史的にみれば、決して右肩あがりに発展してきたわけで

はないことがわかる。その時代の学生数や科学技術政策、あるいは評価文化など、社会的状況に

も大きく左右されるものであるといえよう口その意味では、今田検討したラーニング・コモンズ

が学習支援空間としてエポック・メイキングな存在として発展していくのか、はたまた一時的現

象で終わるのか、もう少し時間をかけて、その推移を見守る必要がある。

また本稿で検討した UBCをみると、早くも 1960年にカレッジ図書館として、中央図書館南棟

に学習図書館が設置されている。この学習図書館は 1965年にセジウィック図書館と名称変更され、

年々その利用は増加していった。 1966年度には、図書館全体の貸出ml数の 3分の 1を占めるまで

にいたり、 1968年、 BC州議会によって独立した学習図書館を設立するという勧告が承認された口

1973年、 10万冊の図書と 1200の関覧席を備えた来ITしい学習図書館が街宣告した。しかし、 1980年

代の財政難により、運営の見直しを余儀なくされ、 1997年、学習図書館は開館された。学習図書

館の閉鎖により、学部学生は中央図書館を利用するようになったが、 1999年度の調査結果による

と、中央密書館の利用者の 870/0が学生であることがわかった。さらにほとんどの利用者が来館型

の図書館利用をしていることが明らかになった。

このような実態をうけて、 UBCでは 2002年、学習支援を目的とするラーニング・コモンズを

中央図書館内に設置したo UBCの特徴は、図書館内にラーニング・コモンズを設鐙するにとどま

らず、中央図書館自体を fラーニング・センターJとして再生したことにある。中央図書館その

ものが学習ポータノレとしての役割を果たすことになったのである。 UBCのラーニング・センター

には、ラーニング・コモンズ、ライティング・センタ一、グ、ノレーブo学習室、各種教室、カフェな

どが完備されており、学習に必要な設備やサービスが「ワン・ストップj で提供されている。こ

のように、 UBCでは平くから学生を対象としたサーピスが展開されてきた。学習密書館は閉館さ

れたものの、学習支援を目的とする施設・サーピスは、ラーニング・コモンズとして新しく生ま

れ変わるだけでなく，中央図書館そのものが学習支援に特化したラーニング・センターとして再

生されたのである。

UBCのラーニング・センターは、第 2節で示したラーニング・コモンズの 9つの構成要素をす

べて含んでいる。しかし、すべての大学におけるラーニング・コモンズにこれらの構成要素すべ

てがみられるわけではない。現実には大学によって多様な形態がみられる。この点をもって、ま

だ定義が確立されていないともいえるが、一方では、各大学のミッションが異なるように、その

ミッションにあわせた学習支援空聞が存在するはずである。つまり大学のミッションにあわせて

学習支援空間をデザインするのであれば、まさに標準的モデルといったものはありえないのであ

る。仮にラーニング・コモンズを一時的な現象で終わらせないとするのであれば、学生に対する

学習支援空間として明確に位置付けるとともに、大学図書館関係者のみの議論に終始するのでは

なく、教学関係部局などの他部局との連携を図ることが何よりも求められるだろう。

なお、最後になるが、本稿では、 UBCを事例として検討したため、カナダ全体の状況について

は、十分検討することができなかった。この点を今後の課題としたいロ

(どんかい さおり・筑波大学、みぞうえ ちえこ・筑波大学)

【註】

1 調査対象大学は、アパラチア州立大学、ブリッジウォーター州立大学 (BridgewaterState College)、

ブルックデール・コミュニティ・カレッジ (BrookdaleCommunity CoIlege)、バックネノレ大学 (Bucknell

U niversity )、コネチカット・カレッジ (ConnecticutCollege)、ディキンソン・カレッジ (DickinsonCollege)、
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デューク大学 (DukeUniversity)、イーロン大学 (ElonUniversity)、ハミルトン・カレッジ (Hamilton

CoIlege)、マウント・ホリヨーク・カレッジ (MountHolyoke College)、プリマス州立大学 (PlymouthState 

University )、シモンズ・カレッジ (SimmonsCoIlege)、ニューヨーク弁|立大学ピンガムトン校 (SUNY

B inghamton)、ニューヨーク州立大学コートランド校 (SUNYCortland)、マサチューセッツ大学アムハ

ースト校 (UniversityofMassachusettsラAmherst)、ノースカロライナ大学シャーロット校 (Universityof 

North Carolina at Charlotte)、サザンメイン大学 (Universityof Southem Maine)、ウェスリアン大学

(Wesleyan University) の 19大学である (McMullen，2008)。

2参照したショートハウスの Scrapbookfor a golden anniversary: the Univeη ity of British Columbia Librarア

1915-1965では、 CamegieInstituteからの出版物となっている (p.8)が、カーネギーメロン大学 (Camegie

Mellon University) の前身であるカーネギー技術学校 (CamegieTechnical Scools) がカーネギー工科大

学 (CamegieInstitute ofTechnology)へ改称したのが 1912年であり、これ以降に学位授与権を得たこと

を踏まえると、この出版物受入れは、 1902年設立のカーネギー協会 (CamegieInstitution of Washington) 

発行のものではなし 1かと思われる。ついては本稿では日本語訳をカーネギー協会とした。

3 ケノレナー図書館は，現在，人文社会学分野の毘書館として機能している。
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Historical Transformation of Learning Su pport Spaces 

in College and University Libraries in North America: 

A Case of the University of British Columbia 

DONKA1， Saori 

MIZOUEヲ Chieko

Since the beginning of the 1990sラ learningCOmlTIOnS， which are a new type of 

learning suppo口spaceラ havebeen set up at various universitiesラ mainlyin North America. 

Learning support spaces primarily support the learning of undergraduatesヲ andcan inc1ude 

both physical and virtual space. 1n n10st casesラ learningcommons are located in libraries. 

They provide a variety of facilities， services and information resources to support learning 

in a single location. 

The idea of learning con1mons has spread to Europe and Asia and has been 

implemented at a number of universities. However it is difficult to explain exactly what a 

learning commons is because various types of spaces called learning commons exist. It can 

be said that there is no precise definition for learning comn1ons at this time. 

The provision of learning support spaces dates back to the establishment of 

undergraduate libraries in North America which started to develop after the 1950s. 

Nevertheless， there are a few works to consider learning commons through a viewpoint of 

learning support spaces inc1uding undergraduate libraries. 

The purpose of this paper is to consider the historical transformation of learning 

support spaces in university and college libraries in North America since the late 1940s. We 

examined history of undergraduate libraries and the birth of learning commons as a new 

trend in assisting students' learning. As a case studyラ weexamined the spaces and the 

services for learning support at the University of British Columbia which was one of the 

first universities to establish an undergraduate library in Canada and has a distinguished 

learning commons. 
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